
 

 

雨水利用についてもっと理解を深めよう 

“知って得するあまみず利用”ワークショップの開催について 

学生による雨水利用、雨水生活実践発表 

 

本学環境情報学部環境・食品科学科の笠井研究室では、雨水活用による日常的な水資源

の確保に関する研究や活用方法の開発に取り組んでいます。 

今回、本学笠井教授が事務局長を務めるあめゆき Cafe主催による雨水活用の地域普及

支援活動の一環として、地域住民の方々に向けて、笠井研究室の学生が雨水利用のノウハ

ウや、長崎県五島列島赤島雨水生活プロジェクトの活動報告、また、笠井教授による雨水

タンクを設置・使用している事例紹介などのワークショップを、下記日程にて開催いたし

ます。 

つきまして、ご多忙と存じますが、ぜひ取材していただきますようお願い申し上げます。 

 

◆知って得するあまみず利用 ワークショップについて 

日 時：平成 30年 7月 8日（日）10：00～12：00 

場 所：福井市足羽公民館（福井市足羽 2-12-31） 

参加者：地域住民の方々 

環境情報学部 環境・食品科学科 教授 笠井 利浩（かさい としひろ） 

笠井研究室 学生 7名 

       あめゆき Cafe会員 

主 催：あめゆき Cafe 

 

 

 

 

 

※詳細は、チラシをご参照ください。 

 

※あめゆき Cafeとは（http://ameyuki-cafe.net/） 

2014年 8月に福井工業大学で開催された「第 7回雨水ネットワーク会議全国大会 2014in福井」開催後も、

継続的に福井を中心とした北陸地域の雨と雪の活用を考え、地域の方々と共に実践的な活動を行っていくこと

を目的に結成された団体。雨水活用に関連する様々な情報を交換・共有するために、勉強会や実践的な活動を

行っています。 

 

報道機関各位 

平成 30年 7月 3日 

学長 掛下 知行 


